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2006年11月29日（水）

岡谷電機産業株式会社

～製造業の信頼をガードする岡谷電機産業～～製造業の信頼をガードする岡谷電機産業～

平成平成1919年年33月期月期
中間決算説明会資料中間決算説明会資料
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単体受注推移（2005年9月から2006年10月まで）

2005年 2006年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
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損益計算書の概要（連結）

（単位：百万円、％）（単位：百万円、％）

△42

△34
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769

1,368

金額 前期比

233

226

488

799

762

2,108

1,503

2,058

4,352

7,915

上期

0６年度

114.96.26.94996.5424中間純利益

114.510.112.690210.7698経 常 利 益

117.19.611.783810.0651営 業 利 益

84.4277276減価償却費

86.6167261設備投資額

122.526.627.61,97026.31,719売上総利益

129.318.916.01,14417.71,162サージ

114.326.028.22,00927.51,800表 示

121.554.955.83,98454.73,583ノイズ

120.9100.0100.07,138100.06,546売 上 高

構成比構成比下期構成比上期

前年同期比0５年度
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関連製品別売上高推移（連結）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

'04/上期

'04/下期

'05/上期

'05/下期

'06/上期

製造変動費 製造固定費 技術・開発費 その他 営業利益

営業利益分析（構成比）
薄型TVなどデジタル機器向けノイズ対策複合
製品の売上比率増加

車両内表示装置など外部仕入れ品の増加
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売上高

営業利益

車両向け表示関連製品の立ち上がり

薄型テレビを中心に、デジタル家電の需要が
活発

産業機器業界の需要好調

新規事業拡大に向けてマーケティング力、
営業力の強化・充実およびリスク対策

原材料費の高騰を、技術開発による使用
材料の抑制により、影響を最小限化

上期の概況
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1.ノイズフィルタの売上が前年同期比42％増加
特にインレットは70％の伸び

2.高圧RAの売上が前年同期比25％増加

3.ノイズ対策コンデンサの売上が前年同期比21％増加
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技術開発費用の推移
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期
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期
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/ 上
期
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5
/ 下
期

'0
6
/ 上
期

•非常用発炎筒のLED化
•インバータ回路周辺の用途に使われる
大容量コンデンサ
•自動車用ランプ類のLED化
•近接スイッチなどリードスイッチ応用
商品
•サーボモータなどのエンコーダに
使われる赤外線発光ダイオードの応用
製品
•電車内広告用LCD表示装置の改良

等の開発を推進
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ノイズ事業の業績

'03/上期

'03/下期

'04/上期

'04/下期

'05/上期

'05/下期

'06/上期

原価 売上総利益

• アジアのデジタル機器需要増加

• 工作機器メーカーの需要増加

• 高調波ノイズ対策部品

（コンデンサ）の商品化

• 薄型テレビの需要好調
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高調波ノイズ対策部品とは

電力会社、
インフラ
の問題大

変電所の変圧器の異常発熱

進相用コンデンサの異常発熱

電源高調波による影響

民生電子機器やインバータ搭載機器の回路構成により、

商用電源を処理するため高調波成分を含む入力電流が流れる。
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電源高調波の規制

欧州：

IEC61000-3-2

国内：

「家電・汎用品高調波抑制

ガイドライン」

JIS C61000-3-2制定

（IEC規格に整合)

規制強化

【適用範囲】

•商用電源系統に接続する電気/電子機器に適用
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アクティブフィルタコンデンサの市場規模

コンデンサ世界市場金額（千円/月）

52,647,912.

41%
47,953,974.

38%

9,464,886.

 8%
15,840,804.

13%

アルミ電解

フィルム

タンタル

セラミック

コンデンサ世界市場数量(千個/月）

1,933,527

2%

1,996,021

2%

7,165,424

6%

108,702,609

90%

アルミ電解

フィルム

タンタル

セラミック

ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ用途別数量（千個/月）

90,000
5%

420,000
22%

1,173,527
60%

250,000
13%
ｱｸﾛｽｺﾝﾃﾞﾝｻ

スナバ

ｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀｺﾝﾃﾞﾝｻ

その他のﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ

2,700,000
28%

2,520,000
27%

2,619,886
28%

1,625,000
17%

ｱｸﾛｽｺﾝﾃﾞﾝｻ

スナバ

ｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀｺﾝﾃﾞﾝｻ

その他のﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ

ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ用途別金額（千円/月）
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サージ事業の業績

'03/上期

'03/下期

'04/上期

'04/下期

'05/上期

'05/下期

'06/上期

原価 売上総利益

• 工作機器メーカーの需要増加

• 薄型テレビ向け製品の需要増加

• 高耐量・表面実装型サージ対策
製品がデジタル機器向けに需要
拡大

• 建築物に対する雷対策の需要増加
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2004年8月25日 朝日新聞夕刊

一般家電商品においても、テレビ、電話機・ファックス
エアコン、給湯器などの家電製品への落雷被害が増加
傾向にある

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
高機能・低圧制御のマイクロプロセッサを搭載した
機器類が一般家庭に普及

2006年8月13日 日本経済新聞

サージ対策をとりまく最近の動き
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建物

・建築物全体（幹線/分岐回路）
・保護キュービクル

・電灯分電盤 動力制御盤

家電製品

・PDP-TV,LCD-TV，HDレコーダ
・エアコン ・冷蔵庫

・給湯器 ・洗濯機

・ＩＨ調理器 等

通信関連

・携帯電話基地局

・モデム ・スプリッター

・セキュリティ装置

・カーナビ ・電話交換機・PBX

事務機

・電話 ・ファクシミリ

・パソコン

・複合複写機

・プロジェクター等

サージ対策市場

業界別

産業機器

・工作機器、インバータ電源

・半導体製造装置

・ロボット ・医療機器等

サージ対策実施商品
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サージ対策グローバル市場

22%
13%

11%
8%6% 2% 38%

交換機及び保安器

ＡＣ電源保護

Modem,PC通信

CATV

通信端末

電源装置

その他

総額：20億円/月

落雷による建物対策・・・・・・JIS A4201 建築物等の雷保護が改定

<参考> 気象庁発表・・・建物の雷被害総額/630億円・年

+α
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表示事業の業績

'03/上期

'03/下期

'04/上期

'04/下期

'05/上期

'05/下期

'06/上期

原価 売上総利益

• 車両向け表示機器の立ち上がり

行き先案内LED表示機

電車内広告表示装置

トラックのブレーキランプ

ETC車番読取用ランプ

バスの足元灯用のHi-power 
LED

• 産業向けカラーPDPの実用化

• センサー事業の拡大
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LEDは次世代の光源

2010年には白色LED市場は

3,500億円（156億7,820万個）へ
（2005年2月富士キメラ発表資料）

LEDの需要は予測を遥かに上回り、

急激に市場が拡大している
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岡谷が狙う市場

車載
道路/

港湾

特殊

照明
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貸借対照表の概要（連結）

注：増減項目は、06年3月末と06年9月末を比較した数値

（単位：百万円）（単位：百万円）

7648.3%6,79951.3%6,72248.7%6,008純資産合計

24914.9%2,09214.1%1,84210.9%1,343利益剰余金

90351.7%7,27748.7%6,37451.3%6,321負債合計

△1938.3%1,16510.4%1,3589.7%1,196固定負債計

△246.7%9487.4%9727.8%971その他固定負債

△1691.5%2172.9%3861.8%224長期借入金

1,09643.4%6,11238.3%5,01541.6%5,124流動負債計

△1859.1%1,28911.2%1,4758.2%1,021その他流動負債

90720.4%2,87415.0%1,96721.6%2,664短期借入金

37413.8%1,94812.0%1,57311.6%1,439買入債務

980100.0%14,076100.0%13,096100.0%12,330資産合計

△ 24443.2%6,08648.3%6,33049.8%6,137固定資産計

△ 15719.6%2,75922.3%2,91621.8%2,682投資その他資産

10.1%190.1%170.2%22無形固定資産

△8823.5%3,30725.9%3,39627.8%3,432有形固定資産

1,22556.8%7,99051.7%6,76550.2%6,192流動資産計

133.3%4743.5%4613.4%428その他流動資産

59216.9%2,38813.7%1,79512.6%1,560棚卸資産

26732.9%4,63233.3%4,36530.5%3,765売上債権

3513.5%4951.0%1433.5%437現金および預金

構成比金額構成比金額構成比金額
増減

06年9月末06年3月末05年9月末
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今期業績見通し（連結）

（単位：百万円、％）（単位：百万円、％）

―3.8600――その他

90.4500553減価償却費

186.9800428設備投資額

97.55.79006.7923当期純利益

103.110.51,65011.61,600経 常 利 益

151.722.43,50016.82,306サージ

102.325.03,90027.83,810表 示

100.448.77,60055.27,567ノイズ

114.0100.015,600100.013,684売 上 高

前期比構成比06年度構成比05年度
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受注推移とその予測

9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月

2005年 2006年

予
測

2007年
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事業環境予想

懸念事項
石油、金属材料の価格動向

環境負荷物質規制の動向

米国経済の減速

プラス要因
次世代ゲーム機の発売

各種デジタル機器の発売

各安全規制の強化
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海外向け売上高の推移
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• 欧州

– 欧州メーカーのアジアシフトにより、
やや減少

• アジア

– デジタル商品の需要増とＥＵメー
カーも含めた、メーカーの中国・
アジアシフトにより売上高増

（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）
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配当の推移
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第6次中期経営計画の進捗状況

• 既存技術をもとに、事業戦略に基づく新製品の開発と
リリース

• 人材の充実および強化（教育体制の充実化）
• 環境負荷物質規制の強化、材料費の高騰などの逆風
の中においてコスト削減の実施
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ご清聴ありがとうございました。

なお、本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、現時点で入手された情報

に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実な要素を含んでおります。

従いまして、実際の業績等が、様々な要因により異なる可能性がありますことをご了承ください。

ご質問等のお問合せは以下にお願いします。

ＩＲ窓口

管理本部 総務部 総務グループ

丸岡 滋

mail: maruoka@okayaelec.co.jp

電話 03-4544-7000


